
 学校教育目標 「生命（いのち）輝く子どもを育てる 

－心はほかほか、学びはしっかり、体ははつらつ－ 

「校長先生、ちょっと来て！」１年生のある子が真剣な顔をして呼びに来まし

た。誰かが転んで怪我でもしたかと、その方へ急いで走っていきました。すると

「見て！私のアサガオ。初めて咲いた！」と教えてくれました。見ると鮮やかな紫

色の大輪のアサガオの花が開いていました。毎年、１年生は生活科の学習でアサガ

オを育てています。生活科では「自分との関わり」を大事にしていきます。理科で

植物の学習というと、花びらの数やめしべ、おしべなどについて勉強しますが、生活科では『自分と自

然との関わり』に視点をおきます。アサガオと日々の関わりを深め「僕が毎日水をあげたら葉っぱがこ

んなについてきたよ」「きれいな花が咲いてうれしい」など、自分の働きかけに対して「どうだったか

な」「だからそうなんだ」と自分とつなげて考える力を育てています。このような体験を積み重ねるこ

とで、さまざまな生き物に対して関心をもって働きかける姿が生まれ、日々の生活を豊かにして欲しい

と思います。 

６月２７日（木）、２８日（金）に、５年生が南足柄市に

ある県立足柄ふれあいの村で宿泊体験学習をしてきました。

「自分たちでつくり上げる」「自分たちで楽しむ」をめあて

に企画・計画をし、一日目はネイチャーハント（自然探

し）、野外炊事（カレー作り）、キャンプファイヤーなどの

活動をしました。後日の振り返りでは「行く前はおいしくカレーが作れるか心配だったけれど、班で協

力してできた。協力することがこんなに大切だと初めて気付いた。」「ネイチャーハントで○○さんが

たくさん見つけていてすごかった。自分も１つ発見できて友達からいいねと言われてうれしかった。」

等、協力と仲間の大切さを体感したようでした。また、宿泊棟内にトイレは無く離れにあるため、日が

落ちた後はみんなで連れだってトイレに移動する姿が。「トイレに行くのが怖かったり、自分で何でも

やらないといけなかったり、普段の生活がどんなに便利だったかに気付けた。」ようです。 

二日目はあいにく朝から大雨のため、ハイキングを中止するなど予定が大きく変更になりましたが、

臨機応変に対応することもできて５年生の成長を感じました。「一人では不安だったことも、友達がさ

そってくれたからできた。今度は自分が声をかけていけるようになりたい。」宿泊学習を通して５年生

はいろいろなことが学べたようです。高学年として、学校を引っ張るリーダーとしての活躍がますます

楽しみになってきました。 
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今年度の音楽朝会は 5月 30日（木）に４年生からスタートしま

した。合唱と合奏合わせて３曲披露してくれました。リコーダー奏

では背筋をピンとのばして一音一音丁寧に演奏していました。最後

の「小さな世界」の合唱では、自然に体を揺らしながら気持ちよさ

そうに歌っていました。途中メロディに変化があるところがありま

したが、異なるメロディがきれいに重なっていました。 

 

６月 26日（水）は２年生でした。２年生も３曲披露しました。最

初は鍵盤ハーモニカで楽譜を見ずに「かっこう」を演奏しました。最後

は友達と向かい合わせで手を合わせるなどしながらリズムにのって歌

い、全校のみんなも一緒に手拍子をしながら聴きました。これからの音

楽朝会も楽しみです。 

５月に雨で延期になった１～４年生対象の交通安全教

室を６月１９日（水）に行いました。今年度は宅急便で

おなじみのクロネコヤマトさんに依頼をし、自転車の正

しい乗り方や実際にトラックの運転席に乗って死角を体

験したりしてするなどして安全な歩行の仕方を学びました。夏休み中、今回教えてもらったことを頭に

入れて、交通事故にあわないよう自分で気を付けられる力をつけて欲しいと思います。 

  

今年度は２．４．６年生を対象にライフセーバーの方を講師に招いて着

衣泳の指導をしていただきました。 着衣のまま水に落ちてしまったとき

の「浮いて待つ」やり方と水に落ちた人を見かけた場合、手近にある浮き

そうなものを近くに投げ、自分は決して水には入らないこと などを分か

りやすい説明と実践とで学ぶことができました。

４年生 

２年生 

６／14の学校公開日に合

わせて学校運営協議会が開催

されました。区長さんや地域

協力者の方、ＰＴＡ会長さん

などにお越しいただき、授業

を参観していただいた後、意

見交換をしました。宿題につ

いてや地域のお祭りの参加な

ど、多岐にわたってご意見を

いただくことができました。 

「ひまわりおじさん」こと梅原雄

蔵さんからいただいた東日本大震

災の復興ひまわりの苗が本校でも

育っています。 

夏休み前の今では 

子どもの背をはるか 

に越す高さにまで伸 

びています。中庭を 

華やかにいろどって 

くれています。 

 

 

水泳での事故のニュースを聞

く度に不安がつのっていました

が無事に今年度の水泳の学習が

終了しました。 ボランティア

の皆様のお力無 

しには実現でき 

ませんでした。 

本当にありが 

とうございまし 

た。 

 

 


